
正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

二
七
三

一
三
第
五
条
第
一
項

第
五
条
第
一
項
第

二
号
の
改
正
規
定

中「「
場
合
」
を「「

輸
出
し
た
場
合
」

に
改
め
、
同
項

令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
億
四
十
一
万
円
、
資
本
準

備
金
の
額
を
八
億
四
十
一
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.m
ti.co
.jp
/k
o
u
k
o
k
u

令
和
八
年
八
月
三
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
二
〇
番
二
号

株
式
会
社
エ
ム
テ
ィ
ー
ア
イ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス代

表
取
締
役

宮
本

大
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
十
一
億
八
千
九
百
九
十
二

万
四
千
四
百
円
減
少
し
、
五
千
万
円
と
し
、
資
本
準
備
金

の
額
を
五
十
二
億
二
千
九
百
九
十
二
万
四
千
四
百
円
減
少

し
、
零
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
七
日
に
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
八
月
三
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
二
二
番
一
四
号

株
式
会
社
コ
ン
ヴ
ァ
ノ

代
表
取
締
役

上
四
元

絢

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
二
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
八
十
七
億
三
千
五
十
五
万
八
千
七
百
三
円
減
少

し
、
そ
れ
ぞ
れ
九
千
四
百
二
十
五
万
八
千
二
百
七
十
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
七
月
十
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
七
日

掲
載
頁

一
〇
四
頁
（
号
外
第
一
一
七
号
）

令
和
八
年
八
月
三
日

川
崎
市
幸
区
堀
川
町
六
六
番
地
二

イ
ノ
ラ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

楊

弘
文

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
十
億
円
、
資
本
準
備
金
の

額
を
七
十
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

二
十
六
頁

令
和
八
年
八
月
三
日

京
都
府
長
岡
京
市
神
足
焼
町
一
番
地

ヌ
ヴ
ォ
ト
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
山

一
弘

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
日

北
海
道
室
蘭
市
絵
鞆
町
四
丁
目
地
先

株
式
会
社
エ
ン
ル
ム
マ
リ
ー
ナ
室
蘭

代
表
取
締
役

奈
良

信
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
日

茨
城
県
日
立
市
幸
町
二
丁
目
一
番
五
〇
号

日
立
地
区
通
運
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
林

英
文

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
日

東
京
都
台
東
区
下
谷
一
丁
目
六
番
五
号

黒
崎
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

黒
﨑

伸
介

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
日

大
阪
市
西
区
土
佐
堀
三
丁
目
一
番
七
号

ニ
ッ
タ
イ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
川

善
雄

任
意
清
算
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散

し
、
社
会
保
険
労
務
士
法
第
二
十
五
条
の
二
十
五
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の

方
法
に
従
い
清
算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方

法
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
日

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
二
丁
目
九
番
七
号

社
会
保
険
労
務
士
法
人
就
業
規
則
支
援
セ
ン
タ
ー

社
員

石
川

俊
信

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
特
第
十
七
号
）
公
布

財
務
省
令
第
十
九
号
（
消
費
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
）
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